
１.学校教育や実習で修得した基礎看護技術の実際をイメージできる。

採血・血糖測定・バイタルサイン測定・ ２.臨床に出る前に基礎看護技術の再確認を行う。

ＰＰＥの着脱・手指消毒・静脈注射・点滴・ 　①基礎看護技術の手順の再確認ができる

ミキシング・皮下注射・筋肉注射・皮内注射 　②当院で使用している医療器具の使用方法が理解できる。

　③手順書の見方がわかる。

３.新人同士で集合研修を受けることで、新人の緊張感を緩和する。

４.教育担当者は、研修の様子から新人の状況を把握する。

１．NANDA看護診断の基本的な考え方が理解できる。

　①NANDA看護診断の考え方が想起できる。

　②NANDA看護診断のプロセスが理解できる。

1.身体をアセスメントするために必要な観察の知識と技術の基礎を学ぶ。

　①フィジカルアセスメントの基礎を学び観察点が理解できる。

　 （看護協会研修）

入職3日目 １.ハリーコールが理解できる。救急カートの内容がわかる。

新入職オリエン

テーション
１.急変時の対応が理解できる

１.エビデンスに基づいた褥瘡予防とケアが実践できる基礎知識を学ぶ。

　①皮膚の構造と生理機能が理解できる。

　②褥瘡発生メカニズムが理解できる。

　③危険因子に沿った褥瘡予防ケア方法が理解できる。

１.心電図の装着方法がわかる

　①心電図の装着手順がわかる

１.人工呼吸器の管理を知識としてわかる。

　①人工呼吸器の基本的な取り扱い方法を理解できる。

１.過去に起きた医療事故を繰り返さない為に行っている対策を周知する。

全員参加 　①新入職の看護師を対象に医薬品の安全使用の為に最低限の知識の習得

（必須研修） 　とリマインド、また当院での運用について理解する。

入職2日目・ １.感染予防の基礎知識を学び実践に役立てることが出来る。

3日目 　①感染予防対策が理解できる。 （集合技術研修）

新入職オリエンテーション

１.看護職員として必要な基本姿勢と態度を理解することが出来る。

（看護協会研修）

入職後3か月 １.入職から3か月までの身体的・精神的ストレスを抽出し、ストレス改善

新人懇談会 に繋げる。

２.マインドフルネスを学びストレスマネジメントに活かすことが出来る。

1.看護倫理の基礎・倫理的問題の解決方法を理解することが出来る。

　①看護倫理について理解する。

　②臨床倫理4分割法を使い、倫理検討方法を想起できる。

救急心肺蘇生法

BLS

医療安全研修

さくら病院　新人(新入職)看護職員研修プログラム 

領域 研修名 目的目標

集合技術研修

１.当院の医療安全体制が理解できる

１．医療安全の基礎が理解できる。（看護協会研修）

入職2日目・３日目

看護倫理

マネジメント

社会人基礎力

感染予防研修

薬剤管理研修

フレッシュナース

セミナー

ストレスマネジメント

臨床看護実践

褥瘡予防

心電図研修

人工呼吸器

看護過程・看護記録

フィジカルアセスメント

（呼吸・腹部・循環・脳神経系）


